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１．研究の背景と目的 

  日常に応用できる錯視を見つけることを目標に活動してきたが錯視を発見することは難しく、既存の錯

視を用いて新しい効果を発揮することを目的にした。その中で、ツェルナー錯視の新しい効果を発見するた

めにおこなった実験で作った図形において、ツェルナー錯視以外の効果があるようであった。そこで直線に

作用するツェルナー錯視とヘリング錯視を組み合わせる図形を作成し、その組み合わせ方で錯視量は変化

するかを調べることとした。 

 

２．実験方法 

  PCのスクリーンに基準図、作成した図形の順に映し、基準図と比べて「膨

らんで見えた」「変化がなかった」「へこんで見えた」を選択してもらう。

その結果を、視力・年齢・性別に属性を分けて円グラフに集計し、どのよう

な傾向があるかを考察した。 

 

３．結果 

 実験の結果、ヘリング錯視とツェルナー錯視が同じ向きに働く図形では錯視効果が強調され、ヘリング錯

視とツェルナー錯視が逆向きに働く図形では錯視効果が相殺される傾向が見られた。また、全体的に「変化

がなかった」の選択が多かった。 

 

４．考察  

 錯視の変化がわかりにくいものだったので知覚できず、全体的に基準図と「変化がなかった」が多い。錯

視の効果が互いに逆向きに作用する図形の場合、基準図と比べて「少し凹んで見えた」が多い。これは、ツ

ェルナー錯視とヘリング錯視の効果は打ち消しあったためであると考えられる。錯視の効果が同じ向きに

作用する図形の場合、基準図と比べて「少し膨らんで見えた」が多い。これは、ツェルナー錯視とヘリング

錯視が強め合ったためであると考えられる。この結果から、相対的にツェルナー錯視とヘリング錯視の組み

合わせでは、錯視量は増加する効果よりも相殺される効果のほうが知覚しやすいと考えられる。 

５．結論 

 ２つの錯視を組み合わせると、お互いの錯視効果を強調したり、相殺したりすることが分かった。また、

今回の実験では強調効果と相殺効果では、相殺効果のほうがより強く現れる傾向が見られた。 
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